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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表側に配置された光透過性の樹脂成形品と裏側に配置された他の樹脂成形品とによる二
色成形部を含み、前記光透過性の樹脂成形品を通して表側から表示器の表示が視認可能と
なり、その表示による意匠の端が前記他の樹脂成形品の枠によって規定される多色成形表
示パネルにおいて、
　前記他の樹脂成形品を、前記枠の最も内側の位置から表側に向かって外側に広げ、その
枠内を表側から前記光透過性の樹脂成形品で覆うとともに、前記枠内を対象に裏側への型
抜きを許容し、
　前記光透過性の樹脂成形品は、前記枠内を表側から覆うメイン透過部の裏側の面が、当
該面を形成する金型の裏側への型抜きを許容する形状をなすとともに、当該面が前記枠の
最も内側の位置で前記他の樹脂成形品に連接され、
　前記光透過性の樹脂成形品における前記面及び当該面が連接された前記他の樹脂成形品
における端面による前記枠内の面形状は、それら面及び端面を形成する金型の裏側への型
抜きを許容する面形状をなす
　ことを特徴とする多色成形表示パネル。
【請求項２】
　前記他の樹脂成形品は、前記枠内において、当該枠の最も内側の位置から裏側に向かう
前記端面を備え、その端面は、当該枠の最も内側の位置で直状をなす
　請求項１に記載の多色成形表示パネル。
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【請求項３】
　前記他の樹脂成形品は、前記枠内において、当該枠の最も内側の位置から裏側に向かう
前記端面を備え、その端面は、外側に広がるテーパ形状をなす
　請求項１に記載の多色成形表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表側に光透過性の樹脂成形品が配置されるとともに、裏側に他の樹脂成形品
が配置され、前記光透過性の樹脂成形品を通して表側から表示器の表示が視認可能となり
、その表示による意匠の端が前記他の樹脂成形品の枠によって規定される多色成形表示パ
ネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、スイッチ等と共に表示画面がパネルに配置されてなるヒータコントロ
ールスイッチが開示されている。パネルを製造するにあたり、透明樹脂と黒色樹脂とによ
る二色成形の技術を用いることが考えられる。この場合、表側に透明樹脂部が配置される
とともに、裏側に黒色樹脂部が配置され、透明樹脂部を通して表側からＬＣＤ（liquid c
rystal display）等の表示が視認可能となり、その表示による意匠の端が黒色樹脂部の枠
によって規定される。
【０００３】
　図７に示すように、ＬＣＤパネル５１は、表示器であるＬＣＤ５２が内部空間に配置さ
れ、そのＬＣＤ５２に被さるように内側から順に、枠状の黒色樹脂部５３と、カバー状の
透明樹脂部５４とを備えている。透明樹脂部５４を通して表側（図中上側）からＬＣＤ５
２の表示が視認可能となり、その表示による意匠の端が黒色樹脂部５３の枠を形成するテ
ーパ面５５によって規定されている。尚、図７では、ＬＣＤパネル５１を正面（図中真上
）から見たときの意匠の端が一点鎖線で示され、それらによって囲まれた領域が、正面か
ら見える領域となる。
【０００４】
　上記テーパ面５５は、枠内を対象に射出成形の金型を裏側（図中下側）へ型抜きするた
めに必要な型抜きテーパである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平１－１１６７１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図８に示すように、ＬＣＤパネル５１を外側から見たときが想定され、このときの意匠
の端によって囲まれた領域が、視認可能となるべき有効表示領域として設定される。上記
テーパ面５５を裏側に向かって外側に広げた構成では、ＬＣＤ５２の外形寸法に由来する
全領域のうち、有効表示領域以外の無効領域が増し、ＬＣＤパネル５１の大型化を招く。
【０００７】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたものであって、その目的は、小型化す
ることが可能な多色成形表示パネルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決する多色成形表示パネルは、表側に配置された光透過性の樹脂成形品と
裏側に配置された他の樹脂成形品とによる二色成形部を含み、前記光透過性の樹脂成形品
を通して表側から表示器の表示が視認可能となり、その表示による意匠の端が前記他の樹
脂成形品の枠によって規定される多色成形表示パネルにおいて、前記他の樹脂成形品を、
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前記枠の最も内側の位置から表側に向かって外側に広げ、その枠内を表側から前記光透過
性の樹脂成形品で覆うとともに、前記枠内を対象に裏側への型抜きを許容し、前記光透過
性の樹脂成形品は、前記枠内を表側から覆うメイン透過部の裏側の面が、当該面を形成す
る金型の裏側への型抜きを許容する形状をなすとともに、当該面が前記枠の最も内側の位
置で前記他の樹脂成形品に連接され、前記光透過性の樹脂成形品における前記面及び当該
面が連接された前記他の樹脂成形品における端面による前記枠内の面形状は、それら面及
び端面を形成する金型の裏側への型抜きを許容する面形状をなすことをその要旨としてい
る。
【０００９】
　この構成によれば、他の樹脂成形品を、枠の最も内側の位置から表側に向かって外側に
広げることで、視認可能となるべき有効表示領域の端を、表示器の端に近い位置に設定す
ることができる。これにより、表示器の外形寸法に由来する全領域のうち、有効表示領域
以外の無効領域が減るため、有効表示領域を同等以上に確保しつつ、より小型の表示器を
用いることができる。したがって、多色成形表示パネルを小型化することができる。
　また、枠内の面形状に倣い、裏側へ型抜きすることができる。
【００１１】
　上記多色成形表示パネルについて、前記他の樹脂成形品は、前記枠内において、当該枠
の最も内側の位置から裏側に向かう前記端面を備え、その端面は、当該枠の最も内側の位
置で直状をなすこととしてもよい。
【００１２】
　この構成によれば、有効表示領域を同等以上に確保することを前提に、他の樹脂成形品
が枠内に端面を備える中で、最も小型の表示器を用いることができる。したがって、多色
成形表示パネルの小型化に寄与する。
【００１３】
　上記多色成形表示パネルについて、前記他の樹脂成形品は、前記枠内において、当該枠
の最も内側の位置から裏側に向かう前記端面を備え、その端面は、外側に広がるテーパ形
状をなすこととしてもよい。
【００１４】
　この構成によれば、テーパ形状に倣い、裏側への型抜きが円滑となる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、多色成形表示パネルを小型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】ＬＣＤパネルを示す斜視図。
【図２】ＬＣＤパネルを正面から見たときの意匠の端を示す断面図。
【図３】ＬＣＤパネルを外側から見たときの意匠の端を示す断面図。
【図４】他のＬＣＤパネルを示す断面図。
【図５】比較例のＬＣＤパネルを示す断面図。
【図６】本例のＬＣＤパネルを示す断面図。
【図７】従来のＬＣＤパネルを正面から見たときの意匠の端を示す断面図。
【図８】従来のＬＣＤパネルを外側から見たときの意匠の端を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、多色成形表示パネルの一実施の形態について説明する。
　図１に示すように、ＬＣＤパネル１は、透明樹脂と黒色樹脂とを用いた二色成形により
製造され、表側にカバー状の透明樹脂部２が配置されるとともに、裏側に枠状の黒色樹脂
部３が配置されている。透明樹脂部２は光透過性の樹脂成形品に相当し、黒色樹脂部３は
他の樹脂成形品に相当する。透明樹脂部２と黒色樹脂部３とにより二色成形部が構成され
る。
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【００１８】
　図２に示すように、ＬＣＤパネル１の内部空間には、表示器であるＬＣＤ４が配置され
、透明樹脂部２を通して表側からＬＣＤ４の表示が視認可能となり、その表示による意匠
の端が黒色樹脂部３の枠５によって規定されている。尚、図２では、ＬＣＤ４を正面（図
中真上）から見たときの意匠の端が一点鎖線で示され、それらによって囲まれた領域が、
正面から見える領域となる。この領域は、図７に示す正面から見える領域と同等（同じ面
積）である。
【００１９】
　黒色樹脂部３には、枠５の最も内側の位置から表側に向かって、外側に線形に広がるテ
ーパ面６が形成されている。尚、図２に示す左側のテーパ面６と右側のテーパ面６とで傾
斜角が異なっているが、両者の傾斜角は同じであってもよい。
【００２０】
　黒色樹脂部３の枠内が表側から透明樹脂部２のメイン透過部７によって覆われるととも
に、枠５の周囲が透明樹脂部２の外周透過部８によって覆われている。透明樹脂部２は、
メイン透過部７の裏側の面９が、当該面９を形成する金型の裏側への型抜きを許容する形
状をなすとともに、当該面９が枠５の最も内側の位置で黒色樹脂部３に連接されている。
黒色樹脂部３は、枠内において、枠５の最も内側の位置から裏側に向かう端面１０を、当
該端面１０を形成する金型の裏側への型抜きを許容する型抜き許容面として備えている。
上記端面１０は、枠５の最も内側の位置でおよそ直状をなし、厳密には当該最も内側の位
置から裏側に向かって、若干外側に線形に広がるテーパ形状をなすとともに、内側に狭ま
る型抜き不能部を有さない。
【００２１】
　次に、ＬＣＤパネル１の作用について説明する。
　図３に示すように、ＬＣＤパネル１を外側から見たときが想定され、このときの意匠の
端によって囲まれた領域が、視認可能となるべき有効表示領域として設定される。この有
効表示領域を図８に示す有効表示領域と同等（同じ面積）以上に確保することを前提に、
当該有効表示領域の端をＬＣＤ４の端に近い位置に設定することができる。これにより、
ＬＣＤ４の外形寸法に由来する全領域のうち、有効表示領域以外の無効領域が減る。
【００２２】
　尚、図２を参照して、透明樹脂部２の面９及び黒色樹脂部３の端面１０による枠内の面
形状に倣い、それらを形成する金型の裏側への型抜きが許容される。
　以上説明したように、本実施の形態によれば、以下の効果を奏することができる。
【００２３】
　（１）黒色樹脂部３を、枠５の最も内側の位置から表側に向かって外側に広げることで
、つまり、黒色樹脂部３にテーパ面６を形成することで、視認可能となるべき有効表示領
域の端を、ＬＣＤ４の端に近い位置に設定することができる。これにより、ＬＣＤ４の外
形寸法に由来する全領域のうち、有効表示領域以外の無効領域が減るため、有効表示領域
を同等以上に確保しつつ、より小型のＬＣＤ４を用いることができる。したがって、ＬＣ
Ｄパネル１を小型化することができる。
【００２４】
　（２）透明樹脂部２の面９及び黒色樹脂部３の端面１０による枠内の面形状に倣い、裏
側へ型抜きすることができる。
　（３）黒色樹脂部３の端面１０（型抜き許容面）は、枠５の最も内側の位置でおよそ直
状をなす。この構成によれば、有効表示領域を同等以上に確保することを前提に、黒色樹
脂部３が枠内に型抜き許容面を備える中で、最も小型のＬＣＤ４を用いることができる。
したがって、ＬＣＤパネル１の小型化に寄与する。
【００２５】
　（４）黒色樹脂部３の端面１０（型抜き許容面）は、厳密には枠５の最も内側の位置か
ら裏側に向かって、若干外側に線形に広がるテーパ形状をなす。この構成によれば、テー
パ形状に倣い、裏側への型抜きが円滑となる。
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【００２６】
　（５）枠内全体が表側から透明樹脂部２で覆われているため、内部への水又は塵埃の進
入を防止できる。
　（６）ＬＣＤ４の表示がより外側からも視認可能となるように、視認可能となるべき有
効表示領域の端面を少し内側に設定した場合でも、その有効表示領域を同等以上に確保す
ることを前提に、無効領域は減る。したがって、この場合も、より小型のＬＣＤ４を用い
ることができ、ひいてはＬＣＤパネル１を小型化することができる。
【００２７】
　尚、上記実施の形態は、次のように変更して具体化することも可能である。
　・端面１０を備えない黒色樹脂部３の枠５によって意匠の端が規定されてもよい。
　図４に示すように、透明樹脂部２は、黒色樹脂部３のテーパ面６を内側から満たす中実
部１１を備え、メイン透過部７の裏側の面９が中実部１１の内側の端面１２に連接される
とともに、その端面１２が枠５の最も内側で黒色樹脂部３に連接される。端面１２は、当
該端面１２を形成する金型の裏側への型抜きを許容する形状をなす。
【００２８】
　図５に示すように、図７を援用する比較例では、ＬＣＤパネル５１を正面から見たとき
の意匠の端を基準とする黒色樹脂部５３の寸法が、ＬＣＤ５２の土台となる寸法Ｄとテー
パ面５５による寸法Ｔとの和によって規定される。
【００２９】
　図６に示すように、図４を援用する本例では、ＬＣＤパネル１を正面から見たときの意
匠の端を基準とする黒色樹脂部３の寸法が、ＬＣＤ４の土台となる寸法Ｄのみによって規
定される。つまり、図５の比較例では、黒色樹脂部５３に型抜きテーパ（テーパ面５５）
が設定されるのに対し、図６の本例では、透明樹脂部２に型抜きテーパ（端面１２）が設
定されることに伴い、本例では、寸法Ｔの分だけＬＣＤパネル１を小型化することができ
る。
【００３０】
　・黒色樹脂部３について、枠５の最も内側の位置から表側に向かって、外側に曲線的に
広がる面が形成されてもよい。
　・光透過性の樹脂成形品と他の複数の樹脂成形品とによる多色成形表示パネルに本発明
を適用してもよい。
【００３１】
　・表示器はＬＣＤに限定されない。
【符号の説明】
【００３２】
　１…ＬＣＤパネル（多色成形表示パネル）、２…透明樹脂部（光透過性の樹脂成形品）
、３…黒色樹脂部（他の樹脂成形品）、４…ＬＣＤ（表示器）、５…枠、６…テーパ面、
７…メイン透過部、８…外周透過部、９…面、１０…端面（型抜き許容面）、１１…中実
部、１２…端面。
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【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】
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【図８】
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